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創刊５０号を迎え    ＪＡ6ＡＺＥ 説田 克志 

創刊５０号の発刊を迎えるにあたり創刊に力を発 

揮されたＪＡ１ＢＷＡ高橋ＯＭをはじめ、その後編 

集を担当されたＪＫ１ＰＩＫ村上ＯＭ、現在の編集 

を行っているＪＳ１ＩＷＡ吉野さん。そして発行に 

多大なご協力をいただいている防災課の皆様(現在 

の担当は庄司さん)に厚く御礼申し上げます。 

 申すまでも無く連絡会は昭和５２年（１９７７

年）１０月に正式発足し、その２０年後に当ニュー

スが創刊されました。 

 当会のコミュニケーション手段として、毎週土日 

のオン、エア・ミーティングやクラブ・連絡会のホ

ームページがありますが、この連絡会ニュースの果

たす役割は図りしれないものがあります。 

 一般の方も見られる（聴かれる）インターネット 

や電波ではお知らせ出来ない内容も、会員に限定し

てご連絡可能な場合もあります。 

 会員の皆様もご多忙とは存じますが、毎号届きま

したら必ず目を通して、連絡会の動きをご確認くだ

さい。また、これからも連絡会の情報紙として末永

く発行できるよう皆様のご協力をお願い致します。 

幹事一同も諸先輩方のご苦労を傷付けぬように心

掛けてまいります。 

創刊５０号を記念して  ＪＡ１ＱＣ 山本 宗一 

この度は創刊５０号の発刊、誠におめでとうござ

います。発刊にあたり有志の努力と事務局の協力、

更に継続して関わった方々に改めて御礼申し上げま

すと同時に更なる発展を祈念いたします。 

非常通信連絡会の創設は古いがニュースの発刊は

比較的最近の出来事でした。 

藤代現市長となった時点で、市の防災訓練が市民参

加型となり我々の訓練も現在の方式になり、より現

実を踏まえたものになりました。 

かなり一方的ではありますが会員との情報交換には

このニュースが有効だったのです。 

時代はマニュアルによる管理が主流となりニュース

も災害通信マニュアルの発刊の礎にもなったのです。 

幸いにも当地は大きな災害に遭わず現在を迎えてお

りますがこれも“備えあれば憂いなし”のたとえ通

りと信じております。 

 この際体験から今後のニュースの在り方について

願望を書かせて頂きます。 

ニュースを編集下さる担当者のご苦労をご存知でし

ょうか？ 

会員が協力してより良いニュースとなる様お手伝い

願えないでしょうか。 

日頃お仕事に追われているのは担当者も同じです。 

しかし、分担して担う事で訓練時ばかりでなく協 

力体制が培われる効果も得られるでしょう。 

私が会長であった時代、副会長の JK1PIK 村上さ

んは私の補佐の他、ニュースの編集に携わり、書き

物を不得手とした私を手伝ってくれました。 

とかく技術屋は書き物が苦手な相場とされています。

しかし文才をお持ちになる方との組み合わせから 

私は思わぬ贈り物を頂戴したのです。 

貴方の隠れた才能を生かして、宝を光らせるため尻
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込みをせずに、まず編集担当にお声を掛けて下さい。 

更に記事として会員の紹介を始めてみませんか？

記事は会員が書くのです。 

高齢化から体力的限界で会員は減ります、しかし経

験は残ります。 

災害に備える連絡会本来の趣旨を継続させるには行

政は事務局として単なる印刷・配布協力のみならず、

協力体制につき意見交換の場としても活用される様

強く希望するものです。

連絡会ニュース創刊５０号によせて   ＪＫ１ＰＩＫ 村上 武  

ご存知の方も多いと思いますが連絡会ニュースは

９７年７月にＪＡ１ＢＷＡ高橋さんの編集で創刊前

号が発刊され、第１号～第４号および第７号までＢ

ＷＡさんが引き続き編集を担当され、まさに連絡会

ニュースの生みの親であられます。ここで連絡会ニ

ュースの骨格ができたと言えると思います。 

私ＪＫ１ＰＩＫは９８年９月発行の第５号から引

継ぎをはじめ、第８号から編集業務が移管されまし

た。次の第９号からはＪＳ１ＩＷＡ吉野さんが、担

当として加わり２局体制で０６年３月第３５号まで

発行しました。 その後はＩＷＡさんに編集をお願

いして、現在に至っています。 

この間、ページ設定を１ページ２列に変更したり

又戻したり表題欄を修正したり試行錯誤を繰り返し

ましたが、これはあくまでも皆様が読みやすく、な

お且つ必要にして充分な情報を記載する目的のため

でした。 

最初の写真の掲載は０１年６月の第１６号で、連

絡会創立２５周年記念総会で市長からの感謝状を第

３代（第５代）会長ＪＡ１ＱＣ山本さんが受領して

いるシーンでした。今でこそ写真など当たり前です

が当時はＰＣの扱いも不慣れで写真が掲載出来て感

激でした。こんなよちよち歩きの状態を経て、今日

まで継続出来たことは会員の皆様の厚いご支援と、

事務局防災課のご協力のたまものと厚くお礼申し上

げます。また、ＪＡ１ＱＣ山本会長は発行前各号の

原稿に目を通していただき、貴重なご指摘を頂戴し

ました。ＩＷＡさんはお勤めの傍らよく頑張って下

さいました。 

今から考えますとニュースの記事は連絡会主要行

事の船橋市総合防災訓練、総会など、その他の記事

はオンエアミーティング、ネットワーク構築テスト、

移動運用、技術講習会などで、いささかマンネリ気

味だったと思われます。これをカバーされたのがＢ

ＷＡさんの連載記事“ハムの運用講座”で第３１号

から第３６号までの４回連続で、内容的にも素晴ら

しいものでした。この他に記憶に残る記事は第２１

号のＪＮ１ＥＹＰ局の遭難救助通報の体験レポート、

第２２号のＪＡ１ＣＶＧ局のヒマラヤ遭難救助の

生々しいレポートでした。 私が編集を離れてすで

に１５号が刊行されています。最近はホームページ

などでも情報も入手出来ますが、テレビ、インター

ネットの時代でも新聞がすたれないのはやはり手に

取ってじっくり見られるメリットだと考えます。 

連絡会ニュースの今後共のご発展を祈念してご挨

拶に代えます。 

「船橋非常通信連絡会ニュース創刊のころ」 ＪＡ１ＢＷＡ 高橋 敏夫 

平成XX年 8月の総合防災訓練反省会での、最も

多くの意見は、メイン会場とサブ会場との QSO が

出来なかった、あるいはメリットが悪かったという

ものでした。そして、この意見は反省会で毎年のよ

うに繰り返されておりました。そこで、JJ1YNA で

はメンバーの皆さんの無線設備は基より、運用技術

含めた会員全体のアクティビティを上げることとな

りました。その施策の一つが「船橋非常通信連絡会

ニュース」でした。 

その創刊号は、1997 年 9 月 5 日に発行されまし

た。このころの会員数は 73 名でした。しかし、そ

のアクティビティは大変低く従来からの常用周波数

の432.76や、145.76には会員の声は皆無と言って

よいほど聞こえることはありませんでした。 
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1997年当時の会長は JG1EYO荒井清衛さんで、私

が副会長でした。それまでの非常通信連絡会の体制

は、各イベントが有る毎に、そのイベントに対応で

きる人に幹事を会長が依頼されていました。 

したがって会長お一人がご苦労されて孤軍奮闘の

様相でした。そこで、私は会長と相談の上、担当役

員分担の組織体制を作ったのです。つまり、渉外担

当、OAM 担当、NW 構築担当 (東、南、西、北、中

央)、イベント担当( ｼﾞｮｲｱﾝﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ、花火大会、

総合防災訓練、防災ﾌｪｱ)、訓練講習担当、総務担当

(総会、連絡会ﾆｭｰｽ、新入会員ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、他）でし

た。そして、私は同時に次の各事業を企画実施し、

JJ1YNAの活性化を計ったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ベストや腕章の作成、JJ1YNA、FARE-Net

規約や委嘱基準の改定なども行いました。これらの

新企画の中で最も重要視されたのは(6) のネットワ

ーク構築テストでした。それは有事災害時における

会の活動に最も役に立つであろうと考えられたから

です。 

ネットワーク構築テストは、当初は商用電源を使

用しないで、各地区ごとに行いました。そして、平

成10年 6月にはコンテスト形式で実施し、マンネ

リ化打破のため荒井会長もたいへん乗り気で、初回

の優勝局に対して会長ご自身からの賞品が授与され

ました。使用周波数は、会員の現有無線設備調査か

ら 144 FM 機のみの所有局は僅か数局でしたので、

430FM と 1200FM で実施しました。勿論ほとんどの

参加局は 430 でした。そして、回を重ねる毎に参

加局が固定化して、マンネリ状態となってしまった

ことは残念なことでした。 

連絡会ニュースの創刊号には、荒井会長の巻頭言

を頂き掲載しております。私は、創刊前号から4号

までの 5 回を編集発行し、第 5 号から第 8 号まで

は JK1PIK 村上さんをサポートしながら交互に編集

発行しました。第 4 号のワープロ作業は JA1OQX 阿

部さんのご協力がありました。第 9 号からは、

JK1PIK村上さんとJS1IWA 吉野さんのコンビで、編

集発行されることとなりました。 

 私は、平成 11 年 3 月に成人病によるドクター

ストップで、止む無く非常通信連絡会を一時休会い

たしましたが、上記各施策の状況が気になり、ウォ

ッチングは続けておりました。残念ながら施策の殆

んどが、現在マンネリ化しているように思います。

結果的に、私が企画実施しました担当役員分担の組

織体制は、効果があまり無かったように思います。

その要因は種々あると思いますが、全体的にはアマ

チュア無線が本当に好きな人が少ない、そしてアク

ティビティの低いグループだと言えそうです。 

したがって、グループ全体の現状では、担当役員 

分担の組織ではなく、かつて元会長の JG1EYO 荒井

さんが採られました、各イベントが有る毎に、その

イベントに対応できる人に幹事を会長が依頼される

方式が、ベターであろうと思っております。 

(1) メンバーの現有無線設備調査          

(2) “広報ふなばし”への会員募集掲載 

(3) 船橋市役所のホームページへ非常通信連絡会の紹介記事掲載 

(4) 新入会員の募集ＤＭ作成（市内400局住所リストと案内文作成） 

（このとき62局の新入会員が加入。新入会員説明会の企画実施。） 

(5) ＯＡＭの企画実施  

(6) ＮＷ構築テストの企画実施  

(7) 非常通信連絡会ニュースの発刊 

(8) 市内移動運用訓練の正式行事化と運用地の探索  

(9) 技術講習会の正式行事化 
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平成２１年度 船橋市総合防災訓練 参加報告 

 今年の総合防災訓練は、衆議院議員総選挙

の投票日と重なりましたので、通常の総合防

災訓練は中止になりました。 

今回は非常通信連絡会としては、市長視察

会場となった小室小学校会場でのアマチュア

無線の公開運用を行いました。 

この日は朝から台風11号の影響で、時折の突

風や小雨が降るなか午前７時過ぎに参加局が

集合して、アンテナの設置をして公開運用の

準備をしました。 

 ＪＡ１ＯＱＸの無線車をテントの後方に停

めて、阪神淡路のＪＡＲＬのビデオを流して

訓練参加者に公開しました。無線局の運用は、４３０ＭHzのFMでは非常通信連絡会のオン、エア・ミーティング

のネットコントロールを行い、市内の局とＱＳＯをしました。

市外からは、ＪＡ１ＲＬ局からの応答があり、船橋の総合防災

訓練をＰＲしました。７ＭHzのＣＷ運用では７m高のダイポー

ルで京都や奈良、宮城各県の局とＱＳＯが出来ました。 

小室小学校の会場では関係機関の展示ブースが多数公開され

て、会場では初期消火などの訓練が行われていて、市民の参加

は４０７人と多数参加されていました。市長視察では非常通信

連絡会のテントに顔を出されて、参加局との記念撮影をしまし

た。 

当日の参加局（順不同） 

ＪＡ１ＢＷＡ ＪＨ１ＡＰＹ 

ＪＡ１ＸＱＣ ＪＡ１ＯＱＸ 

ＪＭ１ＭＵＡ ＪＧ１ＤＶＹ 

７Ｎ４ＷＯＵ ＪＨ１ＭＱＣ、

ＪＡ６ＡＺＥ ＪＳ１ＩＷＡ 

ＪＳ１ＧＸＮ ＪＯ１ＧＬＲ 

 

総合防災訓練に参加された各局、

ご苦労様でした。  

行事担当 ＪＨ１ＭＱＣ 
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第１回 技術講習会報告 (自作品発表会) 

9月20日飯山満公民館で行われた自作品発表会の様子です。ＪＪ１ＧＲＫ 当局の製作したものと、ＪＡ１

ＶＲＺ 鈴木さんが製作したバランス型・アンテナカップラと無線免許が出品していました。 

参加者７名と少ない状況でしたが、後半は、雑談形式でVOIPとD‐STARの解説をしました。 

参加局 ７Ｌ１ＴＴＨ、ＪＡ１ＶＲＺ、ＪＥ１ＦＴＮ、ＪＳ１ＩＷＡ、ＪＧ１ＤＶＹ、ＪＳ１ＧＸＮ、ＪＪ１ＧＲＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィルタに工夫があり、終段は準Ｆ級動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

ａ）138kHz 誘導無線受信用アンテナ  JJ1GRK ｂ ） 135kHz 帯  CW,PSK 送 信 機  出 力 2W          

JJ1GRK 

ｃ）14MHzVXO式（50KHz可変）          JJ1GRK ｄ ） 3.5MHz 帯  VXO 式 （ 6KHz 可 変 ）

JJ1GRK 

 

設定に工夫をして 

D-STAR、WIRES両用にした 

ID-800D 

ａ ｂ ｃ ｄ

3.5MHz VXO式 

100mＷ ＡＭ送機     

前段変調併用、終段直列変調 

14MHz VXO式(400mW) 

両方向回路（双方向増幅器）採用   

ＳＳＢ互換ＤＳＢ(A9)トランシーバ 

AF プロセッサ、AGC 付き、AM 検波抑圧型プロダク

ト検波採用  
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バランス型・アンテナカップラ   ＪＡ１ＶＲＺ 

今から３０年前に製作したものです。目的は世界中で航海している  

日本のマグロ漁船とか貨物船のマリンタイムモービルと交信するために 製作しました。短波帯の電波伝搬は季

節や時間により変化します。 適切な周波数を使用すると良好に交信できます。  

一本のワイヤーアンテナで２MHｚ～３０MHｚの周波数を運用するため アンテナカップラを使用して送信機との

マッチングをさせます。 設計では８００W 程度まで使えますが１０W でも太平洋全域と インド洋、アフリカ南

端まで飛んでいます。大西洋と南極はあまり 交信できません。太陽の活動は約１０年単位で変化しているので  

電離層が影響を受けてコンデションも変化します。 

 

無線免許  

仕事はコンピュータ、光ファイバー、

無線関連等と色々やらされました。 

無線設備の操作は当然ですが無線免許が

必要なので始めに マイクロ波で使う多

重免許をとりました。 

短波送信所の監視業務 では数１０KW の

送信機があるので２年間の受験勉強をし

て 第一級無線技術士になりました。 

これで全ての無線設備の操作を しても

良いことになりました。 

無線手当ても毎月２万円もらえたので 

苦労したかいがあります。  

                                                  

技術講習会担当 ＪＪ１ＧＲＫ 
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以下は、追加で行った講習資料です 

技術講習会。情報企画           09年09月20日 JJ1GRK 高木 

VOIPとは 

接続先のＩＰアドレスをヘッダ部に持つ、音声データのことです。 

インターネット上を音声信号として流れ、直接接続先に到達することができます。 

 

 

こんなデジタルデータが連続的に作成され、インターネット経由で相手方に送られます。 

 

VOIP無線のご紹介。 

VoIP無線とはインターネット網を中継回線として無線通信を行うシステムです。 

中継回線は「ＴＣＰ／SＩＰ（Transmission Control Protocol/Session Initiation Protocol）  

で通信が行われています。通常はIP（Ｉnternet Protocol）を使用しているとされていますが、厳密には 

TCPとIPは別物で、はがきで例をとると宛先（住所）がIP、実際に配達するのがTCPの役割です。 

この点で、昔からのパケット通信とは違った、集中管理型接続プロトコルとなっています。 

 RF-Link局(Gateway)を介せばハンディ機1台でも日本国内はもとより世界中のアマチュア無線局と交信が 

出来ます。 

１）WIRESとは、インターネットを利用したアマチュア無線の新しい通信システムです。  

・特徴 

 ・アナログの無線機を利用し、ノード局（ネットとの接続局）に接続 

 以後、無線系はアナログ、ノード局間はネットを使用して通信する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダ（IPアドレスを持つ）   データ（音声信号のデジタルデータ） 

②ノード局はネット経由で 

 WIRES サーバーに 

 相手局のIPアドレスを問い合わせ 

③ノード局同士が直接ネットで 

 接続され、VOIP音声をやりとり 

 (チャットルームを使用する場合は    

     WIRESサーバーへ接続) 

④VOIP 音声が到達して電波に乗

る。受信した音声は逆ルートで最

初の送信者に戻る 

ノード局A 

ノード局B 

⑤回線切断コマンドでノード局 

 同士のネット接続が解除される 

①無線でノード局へ向けて送信 

  DTMFで接続先を指定 
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・長所  ユーザーはDTMFが送信できれば利用できる。・アナログ音声なのでワッチが容易 

・短所  関係無い混信波も中継してしまう。このため、トーンスケルチ併用のノード局も多い 

                   局データ例 ＃5774 JG1LKTさん 430.82MHzで107.2Hz 

 ・現状の運用での注意点 

  送受信の切り替えをスケルチで検知しているため、約３秒間送信を待つことを奨励している。 

このため、交信が微妙に間延びする。        

 ・使用区分規定により、周波数は430.70～431.00MHz これはD-STARも同じ  

  ルームへのIN/OUTは英語でノード番号をアナウンス。微妙に聞きにくい 

 ・コマンド一覧表 

   #abcdD または#0abcd abcd番のノードやルームへ接続 (#0510DはALL JA CQ) 

   #5555D または#05555 ルームに自動的に戻る機能を解除 

   #6666D または#06666 ノード局の接続状態の確認（音声応答） 

   #7777D または#07777 ランダムにノード局に接続 

   #8888D または#08888 直前に接続したノード局に再接続 

   #9999D または#09999または*  ノード局間を切断 

 

２）D-STAR (Digital Smart Technologies for Amateur Radio) 

総合的にデジタル化されたアマチュア通信網のこと。 

・特徴 

  AMBE(Advanced Multi-Band Excitation)で2.4kbpsの速度の符号にエンコードし、 

3.6kbpsのGMSKで変調して占有周波数帯幅6kHzで送信する無線システム。 

デジタル幹線網に載せ遠距離通信することが可能 

128kbpsもしくは音声と同時の4.8kbpsデジタルデータ通信がある。 

 ・長所 

  DTMFではなく、デジタルデータで接続をする。 

  レピーターを介さないシンプレックスでもデジタルモードで運用可能 

  レピーター局でレピーター運用可能。逆シフトの局あり（例、高根台）。 

  430MHz帯で１エリアでは14局（9/4現在、アイコムHPによる） ゲートウェイ兼 

  管理サーバー（SIP）が無くてもゲートウェイ間を接続可能。 

（JARL資料では存在しない ICOM資料にはあり） 

 ・短所 

  ユーザー登録をしないとゲートウェイ経由の通信が許されない。 

  すべて送信側でセットしないと通信ができない。操作性が悪く、意外と大問題。 

  最近の機種では、モニタ時のデータをそのまま逆に利用できるようになった 

  規約がARIB-STDでは無い独自規約であり、音声CODECについて記述が無い 

・ 現状の運用での注意点  

DV（デジタルボイス）モードでは、アナログの混信がわからない。 

モニターをアナログ設定にしておいたほうが良い。（リグの初期設定はデジタル） 
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第２回 移動運用報告 

１１月８日（日） 7:30～12:00まで、第 2回移動運用を船橋市中央卸売市場東２００ｍの空き地で実施しま

した。 

当日のお天気は朝方に雨が少し降りましたが、移動運用期間中は曇り空で、次第にお日様も出てきました。 

また、風もなく無線運用にと

っては良い状況でした。    

7MHz 144MHz 430MHz 途中

から 24MHz ４バンドを運用

し、その中で 7MHz 用地上高

3m、輻射角度の中心が 30～

50 度の国内 QSO 向きのルー

プアンテナが国内の各エリア

からパイルアップを浴び良く

飛んでいました。 

Ｕ、ＶＨＦは大昔に海の底だ

ったような低地なので、船橋

市内の局と交信しました。 

途中から畑仕事の人が見学

にきたので説田会長が非常通信連絡会の活動について親切に説明していました。 

 

 

使用アンテナ ７MHz用ループアンテナ  ７MHz 24MHzツエップアンテナ

144MHz  430MHzグランドプレーンアンテナ、ホイップアンテナ 
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オンエア、ミーティングの時間になると、JG1DVY 局が交信で手が離せずピンチヒッターとしてJS1GXNがキー

局となりオンエア、ミーティングを行いました。不慣れなキー局でしたが、途中から JA1BWA 高橋さんより丁寧

なアドバイスを受けた効果もあり、後半は要領が掴めたようでした。 

今回の移動運用で交信した局数は、７MHz SSB １１局、CW １局,24MHz CW １局,144MHz SSB ２局, 430MHz FM 

多数(オン、エアミーティング参加局含む)でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        移動運用担当  高間/JH1GEN 岩橋/JA1XQC 鈴木/JA1VRZ 

CＷ講習会の実施状況 

第６回：平成２１年９月２０日 

１３：００から飯山満公民館第一和室において実施しました。 

ＣＷ練習に入る前に、ＣＷ略号およびシグナルレポートの出し方の復習を行いました。 

また、電話の場合の変調度や音質のレポートの出し方や和文通話表の使い方の練習も行いました。  

ＣＷの練習は前回同様に、コールサインシャワー 後半はラバースタンプＱＳＯ例による送受信をペアを組んで

実施しました。そして、習熟度の検証のため初めて受信テストを行いました。（暗号文100文字、40字／分） 

参加局 ７Ｌ１ＦＹＳ，７Ｌ１ＴＴＨ，ＪＧ１ＤＶＹ，ＪＯ１ＧＬＲ，（ＪＡ１ＢＷＡ） 

第７回：平成２１年１０月１８日  

今回も前回に引き続き、アルファベット暗号文の受信テストを行いました。（100文字、40字／分）結果、習熟

度の個人差が大きく、月一回講習の難しさや、受講生の心構えにやや問題ありの感じがしております。CW 講習

会は月一回ですが、我々が日常的に使用している無線（U/VHF,HF）で送受信練習が出来ますので、遠慮なくお問

合せください。 

参加局： ７Ｌ１ＴＴＨ，ＪＧ１ＤＶＹ，ＪＯ１ＧＬＲ，（ＪＡ１ＢＷＡ）( )は当日の担当講師 

担当 ＪＡ１ＢＷＡ 

参加局左より ＪＦ１ＵＢＵ ＪＡ１ＶＲＺ ＪＧ１ＤＶＹ ＪＡ１ＵＪＺ 

ＪＳ１ＩＷＡ ＪＡ１ＸＱＣ ＪＡ６ＡＺＥ ＪＳ１ＧＸＮ 写真外 ＪＪ１ＴＪＤ
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FARE-Net ロールコール 実施状況の報告 

オンエアミーティング担当幹事 

本年7 月から再開しました、FARE-Net ロールコールの実施状況をご報告いたします。 

 【FARE-Net 会員局数】 

   80 局 (11 月1 日現在) 

 【実施状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参加優秀局】(コールサイン順 担当幹事を除く) 

   ５回(皆勤賞) JA1XQC 岩橋さん、JF1XPH 矢野さん、JH1MQC 高城さん、JJ1TJD 船木さん 

   ４回  7N4DTR 武田さん、JA1BWA 高橋さん、JA6AZE 説田さん、JS1IWA 吉野さん 

 【FARE-Net 会員外で参加頂いた局】 

   「JJ1YNA 局」 JP1JKH (11/1) 

   「JR1YUX 局」 JM1KTS (10/4) 

 ＊次回ロールコールは 12 月6 日です。各局の参加をよろしくお願いいたします。 

 ＊2010 年１月度のロールコールは予定では１月３日ですが、JARL ニューイヤーパーティーと重複しますので、 

  １月10 日に実施いたします。この日はオンエアミーティング 144MHz 帯運用予定日ですが、通常のロールコ  

  ールと同様に 430MHz 帯で実施いたしますのでご注意ください。 

オンエアミーティングで 144MHz 帯の運用を試行します 

オンエアミーティングで144MHz帯の運用を試行いたします。会員皆様の参加・ご協力をお願いいたします。 

【試行内容】 

  １．オンエアミーティングの運用周波数に、144MHz帯を追加する 

  ２．毎週土日の運用のうち、日曜日の運用を144MHz帯でおこなう 

【試行理由】 

  １．船橋市総合防災訓練等の際、「各地区統制局」は本部局との間で144MHz帯を使用することに 

    なっていますが、その周波数を使用した日常訓練は実施されていません 

    「各地区統制局」は船橋市非常通信連絡会の会員全てが臨機応変にその任にあたれることが望 

    ましく、会として144MHz帯を使用しての運用機会を創出することが必要と考えます 

  ２．オンエアミーティングには、参加する各局が、所有する機材の機能点検をするという目的があ 

    ります。会員各局に144MHz帯の機材の点検も勧めていきたいと考えます 

  ３．防災訓練等の際に展示ブースに訪問されるアマチュア無線家の話を伺うと、「144MHz帯の機 

7月5日 15 0 15 18.75%

8月2日 18 0 18 22.50%

9月13日 17 0 17 21.25%

10月4日 17 1 18 20.00%

11月1日 15 1 16 17.28%

計 82 2 84

連絡会
参加率

実施日
連絡会

参加局数
その他

参加局数
総計
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    材しか所持していない」というかたが比較的多いことがわかりました 

  ４．週2回同一周波数での開催を別周波数に変更しても、大きな問題はないと思われます 

【試行方法】 

  ・12月から、毎週第2・4日曜日のオンエアミーティングを144MHz帯でおこないます 

   但し１月の第2日曜日(1月10日)は、１月度のロールコールを変更して実施するため、144MHz 

   帯でのオンエアミーティングはありません。(ロールコールは430MHz帯で実施します) 

  ・試行しながら会員各局から意見をお伺いして、変更の可否を検討します。 

  ・2010年2月上旬を目標に意見を取りまとめ、幹事会で継続(本施行)の可否を決定します 

【運用周波数】 

   145.26 MHz and UP (バンドプランに基づく。但し145.50MHzを除く) 

    ★430MHzでの運用周波数とは逆に、「上にあがって」いきますので、ご注意願います 

【ご意見の送付先】 

   インターネットメール、郵送にてお送りください 

   ・メール送信先  7L1TTH 島村宛 7l1tth@jarl.com 

   ・郵送先     JG1DVY小池、7L1TTH 島村宛 住所は会員名簿でご確認ください 

   ＃メール・郵送共に、コールサイン・氏名を明記してください。匿名のご意見は受け付けません 

   ＃ご意見受付期間：2009年12月 試行運用開始後から、2010年1月末まで 

                            各局 よろしくお願いいたします 

2010 年 1 月のオンエアミーティング・ロールコールについて 

オンエアミーティング担当幹事 

来年度のオンエアミーティング、ロールコールは以下の通り実施いたします 

 2010年１月2日(土) オンエアミーティング430Mhz帯(通常通り) 

       3日(日) オンエアミーティング430Mhz帯(ロールコールは10日に移動)  

       9日(土) オンエアミーティング430Mhz帯(通常通り) 

       10日(日) ロールコール430Mhz帯(オンエアミーティング144MHz帯は中止)  

       16日(土) オンエアミーティング430Mhz帯(通常通り) 

       17日(日) オンエアミーティング430Mhz帯(通常通り)  

       23日(土) オンエアミーティング430Mhz帯(通常通り) 

       24日(日) オンエアミーティング144MHz帯(通常通り) 

                                以降は予定通りです 

事務局からのお知らせ 

局免許の更新情報についてお知らせします。ここ半年以内に無線局免許の有効期限が切れる局は 

（平成２２年５月末まで）次の通りですから忘れないで手続きをお願いします。  

JN1NPD JR1EXL JA1OQX JJ1YNA 7K1EYD 

また、局免許を更新された際は、新免許の写しを事務局宛にご返送ください。 

写しの到着をもって更新の確認としています。写しを未提出の局は次の局です。至急送付願います。 

平成21年11月2日現在     7M3OMF JO1END          事務局担当者 防災課  庄司 



                                                     13 

インフォメーション 

・会員情報 新入会員がお仲間入りされます。 

ＪＧ1ＧＹＦ 坂入 勝正（さかいり かつまさ）さん。貴重な南部地区の市内若松在住です。 

説田会長より数ヶ月年上の方です。これで、現在までの会員数は 80名となりました。 

鎌ヶ谷市在住のＪＧ１ＧＰＹ 安倍 健さん、クラブへの入会です。ＣＷ講習会にも参加したいそうです。 

・訂正記事 

連絡会ニュース４９号 第一回移動運用の参加局のコールサインにミスがありましたので訂正します。 

参加局の訂正, 誤  JN3CVO 正 7M3CVO  誤 JG1FTN  正 JE1FTN， 

・その他 

ＪＡＲＬから 2010-2011 年版局名録の案内が来ました。割引価格で購入できますので、説田会長宛に申し込ん

でいただければ、手続いただけます。 

整理の都合上１２月５日までにメール／ＦＡＸでの申し込みをお願いします。 

・ ２０１０年 船橋市防災フェアの日程 

防災フェアふなばし 2010 は 1 月１６日（土）船橋市中央公民館で 10 時から開催予定です。  

詳細がわかり次第ホームページ、オンエアミーティングにてお知らせしますので、スケジュール調整をお願いし

ます。 

・ 幹事会報告 

 編集の都合で、最終ページに幹事会の議事録メモがあります。 

 

編集後記 

・ ついに連絡会ニュースは５０号を迎えることができました。 

創刊当時から関わられたＯＭのお方から記念のメッセージを頂き大変恐縮しています。 

私は、ニュース第９号から第３１号までＪＫ１ＰＩＫ村上さんと協力して編集していました。 

以後は当局のみで編集を引き継いで、いつの間にか５０号に達してしまいました。原稿の編集はワードを使って

いますが、融通が利かないのではっきり言って面倒です。そのため、編集の時期に入ると danabook を持ち歩き、

思いついた時にその場で少しずつ編集することにしています。効率は悪いですが、楽に作業するための工夫です。

原稿が全て揃ってから一週間程度で編集を終えます。そして、今一度、原稿提出者へ内容の確認、最後は、説田

会長へ確認依頼。ＯＫならば、事務局の庄司さんへ送付します。問題なければ、発行の準備となりますが、確認

作業の中で不具合が発生しますと、修正、再確認作業が入り、数日のロスタイムが発生します。 

このような過程を経て皆様のご自宅へ郵送されます。紙面からは、編集の裏側が見えませんが、少しでもご理

解いただければと思い説明を加えました。 

・ 先日の移動運用のときに、前日までは正常だったはずのＦＴ－８１７が故障しました。三回目の故障です。 

最悪にも、４３０ＭＨＺ ＦＭで送信すると、電源が落ちます。他のモード、他のバンドは全て正常に使えると

いうおかしな現象です。当面は、予備機での運用となります。ご迷惑おかけしますが、ご理解ください。 

 

 

発行 船橋市アマチュア無線非常通信連絡会 船橋市アマチュア無線クラブ  担当 ＪＳ１ＩＷＡ 
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2009 年 10 月 25 日幹事会議事メモ 

出席者 7L1TTH  JA1VRZ  JA1XQC  JG1DVY  JH1MQC  JS1IWA   JJ1GRK JA6AZE    

欠席者 JA1QC  JA1TRM  JH1GEN  JH1TVY              記録 JA6AZE 

10月25日 16時～18時30分 飯山満公民館第一集会室 

 

1． クラブ局リグについて 

現在のクラブ局免許は工事設計書などが無く、局免とリグの整合性が確認出来ない。 

そこで、クラブの財産である倉庫(市役所屋上)の在庫を確認し、免許に使用できるリグが有るかどうかを確

認する事となった。(担当 JH1MQC / JA6AZE) 

確認の後、使用できるリグが無い場合はJA6AZEがUVのモービル機とアップバーター、7L1TTHがHFのリ

グを提供する用意が有ると表明。なお、倉庫の在庫は棚卸の結果によっては廃棄できる物は廃棄、販売でき

る物はネットで会員を優先して販売する。 

２．規約改定プロジェクト・チームについて 

  活動を休止していたので、再度メンバーを確認。 JA6AZE  JH1MQC  JJ1GRKの3名で素案をまとめ、2月の

幹事会で審議し、総会に諮る事とした。 

３．クラブ局のウェブサイト(ホームページ)について 

 当クラブのウェブサイトは会員のためのみに限らず、全国の防災関連の局から注目を浴びている。 

 そこで、継続して運用して行きたいが、前回の轍を踏まないためにも担当の負担を軽くしたい。 

  Ａ） 個人のＰＣに相乗りの状況は好ましくない。 但し、専用のＰＣを設備すると専用の事務所が無いの

で、個人に設置場所の負担が掛かる。  

  Ｂ ）専用のドメインを確保すると安心して使えるドメインは年間２～４万円程度の費用が発生する。 

この費用負担は現状では難しい。例えば、クラブの行事などで参加費に上乗せして徴収、または、会合の折

に寄付を募るなどの案があるが、 更に検討を重ねたい。 

４． ネットワーク構築テストに代わる企画案について 

会長が助言を求め、ＪＡ1ＢＷＡ高橋顧問から提案の有った「ネットワーク構築テストに代わる企画案」に

ついて検討。ある日突然のテストに会員はもとより、市の体制も対応が取れるとは思えない。実現の可能性

が無く問題点も多いので断念した。 

５．オンエアミーティングの運用方法の変更について 

7Ｌ1ＴＴＨ島村さんより提案があり、運用周波数帯に 144ＭＨｚを加える事とした。例えば、第２・第４

の日曜日は１４４ＭＨｚ帯で運用するなど。１１月から告知を始め、１２月～１月で試用し１月末に意見

を収集し、２月頃に採用するかどうか決定する。 

６.ＣＷ講習会の担当について 

ＣＷ講習会の幹事が未定なので選定することになり、ＪＡ6ＡＺＥが担当幹事となった。 

なお、講師は会長が依頼し実施する方向とした。 

７．ホームページへの情報の掲示について 

ウェブサイトへの記載は行事担当幹事からウェブサイト担当幹事に依頼し、会長（又は副会長）

が最終的に掲載を判断することになった。なお、幹事を会長が兼務している場合は会長が全般的

な判断をして、掲載を依頼することとした。            以上 


